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	日程
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　　師（敬称略）

	プ
ロ
グ
ラ
ム
	7
月27日
（土）
	12：50～13：00
	企画説明
	東洋大学         三苫 由紀雄

	
	
	13：00～14：00
	自閉症スペクトラム障害（ASD）を取り巻く環境変化と幼児期の対応
	明治安田こころの健康財団　　　　　　
新井   利明

	
	
	14：10～15：40
	DSM-5の新診断基準と自閉症スペクトラム障害（ASD）
	東京都立小児総合医療センター
市川　宏伸

	
	
	15：50～17：00
	成人期における知的障害のないASDと境界域知能のASDの状態像と就労・生活支援の実際
	障害者職業総合センター
　　　　　　　　 望月　葉子

	
	7　
月
28
日
（日)
	9：40～10：50
	学齢後期から青年期における知的障害のないASDと境界域知能のASDの状態像と具体的対応
	明星大学
 森下 由規子

	
	
	11：00～12：10
	学齢期における知的障害のないASDと境界域知能の ASDの状態像と具体的対応

	筑波大学附属大塚特別支援学校
安部　博志

	
	
	昼　　　　　食　（各自でおとりください）

	
	
	13：10～14：30
	知的障害を併せ持つASDの状態像と学齢期における具体的対応　～将来を見据えた視点から～
	国立重度知的障害者総合施設
のぞみの園　　　  志賀　利一

	
	
	14：40～15：50
	知的障害を併せ持つASDの状態像と成人期の生活・就労支援の実際
	練馬区立氷川台福祉園
　　　　　　　　 小嶋　康裕

	
	
	15：50～16：30
	まとめにかえて
～これからの自閉症スペクトラム障害の教育・支援～
	前 掲　　　　　  三苫　由紀雄
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自閉症スペクトラム障害の教育・支援の今日的課題


～各状態像に応じた具体的対応～





期　　日：２０１3年　７月２7日（土）・２8日（日）


受講対象：自閉症や特別支援教育に関わる教諭、養護教諭、学校関係者のほか、保育・相談に


関わる専門職の方、および保護者の方々


定　　員：80名（定員になり次第締切りますのでホームページ等でご確認ください）


受 講 料：１0,０００円（税込み）　　※昼食は各自でお手配ください


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団


会　　場：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　講義室（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３－19－10　　　　 ０３-３９８６-７０２１


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


           








新たな自閉症の診断について、今年5月のＤＳＭ-5において「自閉症スペクトラム障害」として、新たな基準が提示されることになります。


自閉症を取り巻く環境の変化と診断基準の変化にどのような関連があるのかについて、医学的な視点から、また教育や福祉、労働の視点から考えてみたいと思います。


自閉症の障害特徴を有していても一人ひとりの将来への希望やニーズ、また生活環境等も違うため、教育や支援も一人ひとりに応じることが必要です。


これまで、自閉症の児童生徒は、知的障害の教育を中心とする養護学校や特別支援学校、特殊学級や特別支援学級での適応を目指した指導や配慮が行われてきました。また、通常の学級に在籍した場合にも同様に所属する集団への適応が目指されてきました。多くの場合、自閉症の児童生徒にとって苦手なことへの取り組みが中心で、その良い特徴が活かされる得意とすることへの取り組みは限られたものでした。


今回、自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）の障害特徴に対する基本的な対応及び各状態像や年齢段階に応じた対応、また、青年・成人期の就労支援、生活支援等の実際を捉えることから、幼児期から学齢期、青年・成人期に渡る教育・支援の在り方を考えていく機会にしたいと思います。多くの方々が参加され、自閉症の児童生徒にとって望ましい教育・支援の創出に参画されることをお願いいたします。


≪企画講師　東洋大学非常勤講師　三苫　由紀雄≫








※テーマ・講師・時間等変更となる場合がありますのでご了承ください。＜調整中＞の講師は決まり次第ホームページに掲載します。








